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授業科目名 病 態 生 理 学 担当教員 木村　涼平

開講年次 1 年後期 セメスター 2 時間数（単位数） 15（1）
必修選択 必修 授業形態 講義 使用教室

授業の目的

人体の構造と機能で学習した、ひとに備わる正常な生命の維持に関する知識をもとに、その正常性
の破綻により生じる疾病の成因や発症・進行に伴う生体の形態や機能の変化、症状や徴候の発生
機序について理解する。本授業は、今後学ぶ各疾病の理解の基礎となると共に、看護実践の根拠
となるものである。

到達目標

1. 様々な臓器で生じる疾病の病因を理解し、説明できる。
2. 様々な疾病の症候を、発症・進行に伴って起こる形態・機能の変化として説明できる。
3. 様々な疾病の症候の起こるメカニズムを細胞・組織レベルで説明し、回復過程や症状の緩和を

サポートするケアに関係づけることができる。

授業計画

回 授業内容 授業
方法

学修課題
（予習・復習）

取組
時間 担当者

１ 講義オリエンテーション
病態生理学の基礎知識 講義

［予習］
細胞・組織の構造と機能、遺伝子、
染色体のはたらき

75 分 木村

2 皮膚・体温調節の障害
免疫のしくみとその障害 講義

［予習］
皮膚の構造と機能、体温調節機能、
免疫機能

75 分 木村

3 循環器系の障害 講義
［予習］
心臓・血管の構造と機能、血圧調節
と末梢循環の機能

75 分 木村

4 呼吸器系の障害 講義
［予習］
鼻腔・喉頭・咽頭・気管・肺の構造
と機能、呼吸調節の機能

75 分 木村

5 消化器系の障害 講義
［予習］
口・咽頭・食道・腹部消化管・膵臓・
肝臓・胆囊・腹膜の構造と機能

75 分 木村

6 体液調節のしくみとその障害
腎・泌尿器系の障害 講義

［予習］
体液調節のしくみ、腎臓・排尿路の
構造と機能

75 分 木村

7 内分泌・代謝系の障害 講義
［予習］
全身の内分泌腺の構造とホルモンの
機能、ホルモン分泌の調節機構

75 分 木村

リベラルアーツ・専門基礎科目【健康】ＬＨＥ１０４

ディプロマポ
リシーにお
ける科目の
位置づけ

本科目は主に「看護の専門性を探求する力」に位置付けられる科目であり、看護を発展させる基礎
的能力を身につけるための基盤となる科目である。人体の構造と機能の知識を基に、疾病自体の成
り立ちや、疾病の発症や機能に伴う生体の変化、発生機序の仕組みを学ぶことによって、疾病が
人体に及ぼす影響について理解を深め、疾病と治療へつながっていく重要な科目である。予習・復
習を十分に行い主体的かつ自律的な学習をすることができ、疾病の仕組みに対する興味・関心を深
めることを期待している。

ディプロマポ
リシーとの

関連

人間の尊厳と権
利を擁護する力 自己教育力 チームで働く力 問題解決力 看護の専門性

を探究する力

〇 ◎
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8
脳・神経系の障害
運動器系の障害
まとめ（要点整理と振り返り）

講義
［予習］
中枢神経系・末梢神経系・筋・骨
格系の構造と機能

75 分 木村

先行履修
科目

テキスト 田中越郎：系統看護学講座　専門基礎分野　疾病の成り立ちと回復の促進②　病態生理学
（第 2 版）．医学書院，2018．

参考文献

大橋健一　他：系統看護学講座　専門基礎分野　疾病の成り立ちと回復の促進①　病理学
（第 5 版）．医学書院，2015．
Gerard J. Totora, Bryan Derrickson：Introduction to the Human Body (10th）．2014，佐伯 由香， 
細谷 安彦，高橋 研一，桑木 共之　編訳：トートラ人体解剖生理学（原著 10 版）．丸善出版， 
2017.

評価方法 定期試験 80%、小テスト20%

教員等の
実務経験 看護師・保健師の資格をもつ教員が、看護の視点を踏まえ講義します。
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